
安全教育について

東京学芸大学附属世田谷中学校　指導部

1　安全教育とは
（1）安全教育とは

　学校教育内容には、国際教育、

キャリア教育といった多種多様な

ものがあります。その中のひとつ

が、安全教育です。目的は、安心

して安全に生活することができ

る、いわば『事故に遭わない、事

故を起こさない』人間の育成です。

　安全教育は、本来学校生活に於

いて、いつでも扱われます。＜こ

れ常に安全教育〉です。その守備

範囲は広く、例えば薬物教育など

他の教育内容と多々重なっていま

す。「爪を切りなさい」も、立派

な安全教育です。　『安全に行動す

る』ことを学ぶ教育なのです。

（2）主な全校規模の安全教育

①5月の避難訓練

　普通、火事を想定し、避難方法

の復習と本校の避難経路を覚える

ことを主たる目的としています。

②9月の避難訓練

　防災の日に関わって、地震・火

事を想定した避難訓練です。予

め、生徒には行動心得や避難方法

について考えさせておきます。そ

して、2学期始業式の日、．抜き打

ち実施します。教師は先導せず、

生徒各自が自分の判断で行動し避

難することを期待します。実際に

起こった場合を想定しているのです。

③1月の講演会

　ここ何年かは、ネットに関わる

マナーについて、外部講師による

講演会を実施しています。急激に

増加するインターネットに関わる

トラブルについて、生徒にとって

身近な具体的事例を数多く提示し

ながら、その恐怖が実感できるよ

う工夫された講演ですので、毎回

人気があります。

（3）考えられる今後の教育内容

　日頃の何気ない生活の中に於け

る安全に対する配慮は、やはり安

全教育の基本です。日頃の心がけ

が大事です。

　また、地震は今後も私たちの不

安材料となり続けるでありましょ

う。地震に対する自己対応型の避i

難訓練は、ぜひとも今後も続けて

いきたいと思います。不審者対策

も気になるところです。不審者

が、いつ校内に入ってこないとも

限りません。油断禁物です。

　最終的には、何時でも生徒が自

主的に緊急対応できるようになる

ことを、本校は目指しています。
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2　5月の避難訓練
（1）ねらい

①地震や火災発生時における校内

での安全な避難の仕方を身につけ

る。

②地震や火災発生時における通報

訓練を行い、災害時に迅速な対処

ができるようにする。

（2）日時

4月30日（月）

午前8時30分実施
（3）内容

①想定した状況

・関東太平洋沿岸を震源とする大

地震が発生し、東京は震度6強の

強震に見舞われる。

・校舎内の一部のガラスが割れ地

震が収束したところで校舎外へ避

難する。

・地震発生時において、生徒は各

教室にて学級活動中とする。

②状況設定の理由

・さる東日本大震災を受け、今後

東京都内においても大地震の発生

は十分想定しうるものであるた

め、地震時の対応を改めて確認す

る必要があった。

・年度初めの訓練のため、避難の

方法や決まり事を確認することに

重点をおくため、状況は生徒全員

が各学級にそろっている、指導者

側が管理しやすいものを設定し
た。

（4）実施時程

8：30

特集「生活学習」2

教室集合、担任より避難の方法、

経路等の確認

8：50～
◆合図・放送（事務）
①非常ベルにより災害発生を知ら

せる。

②放送1

「これより避難訓練を行いま

す。ただいま太平洋沿岸を震源

とした地震が発生しました。

生徒は頭を机の下に入れ、教

室の中央に集まりなさい。」

③放送2

「地震はおさまりました。ただ

し、ただいまの地震により窓が一

部破損しています。生徒は担任の

指示に従い、静かに落ち着いて

グラウンド門に避難してくださ
い。」

◆避難の指示・誘導（担任）

①机の下に頭を入れさせ、机を教

室の中央に動かすよう適宜指示す

る。

②避難開始

放送の指示に従い、最寄りの

階段・通路からクラスごと
に避難場所に避難させる。
◆グラウンド門前に昼礼隊形で集

合・整列（学級ごとの並びは昼礼

順、学級の中は到着順）

◆点呼・報告（担任→副校長）

「○年○組異常ありません。在籍

○名、欠席者○名、現在○名で

す1

9：00　指導部長講評
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9：10　終了
※留意事項

・指示は具体的、明瞭に。

何も持たないで出口に近い人から

出て、歩きながら2列に並び、グ

ラウンド門前に避難する。

・厳守させること

→お・か・し・も（おさない・か

けない・しゃべらない・もどらな

い）

・欠席者の確認をしておく。担任

は出席簿を持って、クラスの全生

徒が避難したことを　確認してか

ら最後に避難する。

（5）反省点・今後の課題

　避難の仕方や約束事の確認に重

きをおいたため、生徒に予め避難

訓練が行われることを当日の内に

アナウンスしてあり、また教室に

生徒が全員集合しているなかで訓

練が開始するという、比較的オー

ソドックスといえる形式を採用し

た。結果として、単に「揺れを感

じたら机の下に隠れる」のみなら

ず、「ガラス等を避ける」「外に

おいても身をかがめる」等、知っ

ているようで知らない対応につい

ても再確認を行うことができた。

　しかし一方で、訓練それ自体は

生徒から見ればすでに慣れてしま

ったものであり、避難する生徒の

中にはやはりおしゃべりをしたり

ゆっくり歩いたりと、本番をあま

り想定できていない様子も見受け

られた。
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　また訓練時の教職員の動きは予

め定めてあり、また担任教諭は各

教室にいたためスムーズな対処・

指導を行うことはできた。しかし

訓練後の課題ととして「必ずしも

学級活動中等、生徒や教職員が決

まった場所にまとまっているとき

に災害が起きるとは限らない」

「休み時間等、生徒も教職員も不

規則に散らばっているときにはど

のように行動すべきか」というも

のが立ち上がった。

　「訓練」をどれだけ「実際」に

近づけることが可能であるかとい

う問題だが、それを踏まえて取り

組んだものが9月に実施した避難

訓練である。不意をついて訓練を

開始したとき、生徒が適切な対応

をとることができるかという問題

意識をもって行った。

　ともあれ、今回の目標である

「避難の方法・決まり等の確認」

は達成できていたように思う。訓

練を重ねることで、正しい知識・

方法の定着を図っていきたい。

3　9月の避難訓練
（1）ねらい

①「予告なし」「教室外」という

通常の避難訓練と異なる環境下に

おける訓練を行うことで、災害時

の適切な対応の仕方をより実際的

に学ぶ。

②教員が適宜誘導するのではな

く、生徒自身に状況判断させ、ど



のような対応が適切なのか考えさ

せる。

（2）日時

　9月2日（月）　始業式後（雨

天中止、晴天だがグラウンド状況

が悪い時はグリーンコート前に避
難i）

（3）内容

①状況設定の理由

　5月の訓練では、基本的な事項

を確認することに重きをおいたの

で、避難方法、経路等の指導を行

ってすぐの訓練でした。しかし、

休み時間等で生徒が教室に集合し

ていないときに地震その他の災害

が起こることもありえます。そこ

で、2回目の9月の避難訓練では

予告なしで生徒が教室に集合して

いない状態での訓練を行いまし

た。また、生徒が自分で判断して

行動できる力を養う目的で、実際

の災害時とは異なり、教員は最低

限の指示しか出さないこととしま

した。

②想定
・関東太平洋沿岸を震源とする大

地震が発生し、東京は震度6強の

強震に見舞われる。

・地震は収束したが、二次災害と

して教育相談室から火災が発生。

・始業式解散後少しして地震が起

き、警報鳴動時点で各々のいる場

所より校舎外へ避難する。

（4）実施時程と概要

予告

特集「生活学習」2

　訓練当日の予告は行いませんで

したが、1学期の終わりに9月2

日にに避難訓練があることと避難

時の注意事項の指導を行いまし
た。

当日の時程

始業式前

　上履きを忘れた生徒は、訓練

終了までは外履きで過ごさせま

した。　（8：45多目的室に集合、底

をきれいにさせる）。8：00～8：45

の間に放送にて数回通知し、始業

式前にも副校長が確認しました。

9：00　　始業式開始

9：40　　始業式終了・解散

9：45　　　訓糸東開始

合図・放送　（事務係長・半田）

　生徒がおよそ半分程度体育館か

ら退場した頃に、非常ベルにより

災害発生を知らせました。

放送1

「これより避難訓練を行います。

ただいま地震が発生しました。生

徒は今いる場所で適切な対応をと

りなさい。」

各教員は決まった配置につき、避

難開始の放送があるまでは、生徒

に動かないように指示をしまし
た。

避難開始

放送2

「地震はおさまりました。ただ

し、ただいまの地震により、1号

館1階相談室から火災が発生し

ました。生徒は相談室を避け、静
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かに落ち着いてグラウンド門に避

難してください。」

　各教員は生徒が適切な地震対応

をとれているか確認し、生徒の安

全上必要な指示のみ与えました。

また、校舎内に生徒が残っていな

いか、トイレなどもよく確認しま

した。

9：50　グラウンド門前に学級ごと

　　に集合・整列・点呼

9：55　指導部長より講評

10：05終了

10：20教室での振り返り

「災害時避難マニュアル」とふり

かえり記入用紙を生徒に配布し、

訓練時の自分の行動を記述して振

り返り、その行動は適切だった

か、どのように行動するのが適切

だったかを考えさせ、記述させま

した。

（5）反省点・今後の課題

　生徒の行動については、教室以

外の場所における細かなマニュア

ルを知らないまたは忘れている生

徒が多いようでした。頭部を覆

う、窓・ガラス等の近くを避ける

等の指導は徹底する必要がありま

す。また、職員用昇降口を通過し

た生徒が複数いました。教職員昇

降ロは火災が起きたと想定されて

いる教育相談室のすぐ近くです。

このことは、火災が起きていると

いう想定を意識した対応ができな

かった生徒が少なくなかったこと

を示しています。事前、事後の指
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導で設定をよく意識させること

や、繰り返しの指導等が必要と考

えられます。

　教員側としては、実際に災害が

起きた時の役割・組織作りをさら

に綿密に行うことの必要性が感じ

られました。近くにいた教員が昇

降口を解放する等、いろいろなご

、とを想定して毎年組織づくりを見

直していくことが必要と考えてい

ます。

　また、放送機器の音量・音質等

の見直しも必要と考えられまし

た。予算の関係もありますが、生

徒にいち早く緊急性を知らせられ

るように機器の更新も今後考えて

いく必要があります。

　今回の訓練では、訓練時の安全

性も考えて、始業式の直後に設定

しました。この訓練でも一定の成

果を得ることができました。しか

し、この訓練ではほとんどの生徒

は体育館から1号館にある教室の

間に収まっていました。今後はさ

らに生徒が校内のいろいろな場所

に拡散している時間、例えば昼休

み等の実施も考えていく予定です。

4　　B方き巳言黄言舌

～講演会～

『インターネットの利用マナー』

（1）ねらい

　携帯電話やパソコンなども使いか

たによっては、単なる便利なッールと

いうものでなくなってしまいます。ネット



世界の怖さも知って初めて正しく使う

ことができるのではないかと考えます。

「情報モラルの指導の一環」として

昨年に引き続きご講演を依頼しまし

た。

（2）①日時：

平成26年1月27日（月）

14：00～15：25

②場所：本校　体育館

（3）内容

①講師について

安川　雅史（やすかわ・まさし）先生

　ネットいじめ・いじめ・不登校・

ひきこもり・少年犯罪問題に取り

組む。年間200会場をこえる講演

会や研修会を行う。過去5年間の

受講者数は20万人を超える。（全

国Webカウンセリング協議会理

事長、平成22年度総務省青少年

インターネットWG構成員、平
成20，22年度文部科学省ネット安

全安心全国推進会議委員）

②講演内容の概要

・ネットいじめについて、事例、

被害者だけでなく加害者になって

しまう可能性も。

・ネットいじめを防ぐには

・誹誇中傷

・写真のアップ（個人情報）、プ

ライバシー流出

・生徒の携帯電話・スマートホン

について

・HNEについて
・ツィッター、2ちゃんねるなど

③アンケート結果（自由記述）

特集「生活学習」2

生徒自身の現在の状況と照らし合

わせての携帯等に関する気付きの

記述が多くありました。

　「僕iは今までケータイについて

ちゃんと考えたことがありません

でした。今日のお話を聞いて普段

あまり考えずに使っているケータ

イはとても怖いものだと思いまし

た。自分では犯罪だと意識してい

なくても、犯罪だったということ

がないようにこれからも今まで以

上に気をつけたいと思います。僕

のケータイにはフィルタリングも

しているし、ウィルス対策もでき

ているのでよかったと思いまし

た。自分で常に考えながら、軽い

気持ちで相手が嫌になるようなメ

ールなどを送ることのないように

これからも気をつけます。」　（生

徒記述より）

④今後の課題・予定

　変化の激しい時代なので、来年

はまた新たな注意事項が加わる可

能性も大きく、常に新しい情報に

対処していく必要を感じます。今

後も継続的に『インターネットの

利用マナー』について指導の予定

です。
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